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科学の教室③「京都大学宇治キャンパスを見学～科学研究の現場を体験！～」

各学年の取組

○２年生　分野別進路説明会

　10 月 1日（木）に２年生対象の進路ガイダンスを実施しま

した。様々な大学や専門学校から約 30 名の講師の方を招き、

分野ごとの説明会を実施しました。生徒たちは自分の進路を

見据えた、または興味のある分野で説明を熱心に聞いていま

した。２年生はもうすぐ修学旅行ですが、それが終わればい

よいよ進路に向かって本格的に動き始めることとなります。自分の将来について一層深く考える

良い機会になりました。

○１年生　薬物乱用防止教室

　本年度も京都府警本部刑事部組織犯罪対策課の方に講

師をお世話になり、薬物乱用防止教育講演会を１０月８

日（木）に実施しました。警察の立場からだけではなく、

医学的・薬学的な話を交えて、具体的でわかりやすいお

話をしていただきました。

 　薬物が特別の世界のものではなく、日常の身近な所にまで迫ってきている問題であること、自

分を守るために絶対に薬物には手を出さないということがしっかりと理解できたようです。

＜生徒の感想より＞

・薬物を使った人の写真が衝撃的でとても印象に残っている。１つの薬物に対してたくさんの名  

   前で呼ばれ、たくさんの人に広めようとしているのが怖いと思った。

・今回の講演で見た映像の中に、正常なネズミと薬物を注射されたネズミの映像がありました。   

  そして薬物を注射されたネズミはチョークを食べたり、風を当てただけで異常な反応を示して   

  いました。これを人の場合で考えてみると、改めて薬物は危険だということがわかりました。

＜加納先生の地震の講義＞ ＜講義の中で峰高の先輩が登場＞ ＜観測データが集まるテレメータ室＞

○３年生　性教育

　10 月 29 日（木）に、「性教育」を行いました。ビデオを観ながら、「性感染症（エイズを含む）」

について、どのような病気なのかを学習しました。生徒たちは性感染症が、自分たちと無関係

でない問題として捉え、さらに異性との人間関係をより良いものにするため、望ましい性行動

への意思決定や行動選択が大切であるということを学びました。

＜生徒の感想より＞

・小学生から習っていることですが、毎年振り返る必要があると思います。お互いの意識が結果

的に大切なのでよく、話し合って考えていきたいです。

・他人事だとは思わずに、正しい情報を知って、正しい行動をすることで、良い生き方ができる

のだと思いました。

　京都大学宇治キャンパスが一般公開される 10 月 24 日

（土）、1、2年生の生徒 23 名の参加で見学に行きました。

　宇治キャンパスには、防災、化学、エネルギー理工学

などの研究所と、理工系の3つの大学院が集まっています。

最初に防災研究所を訪れて、地震予知研究センターの加

納先生に地震について講義をして頂きました。

　講義の最初に元防災研究所所長の田中寅夫先生が紹介

されました。田中先生が実は峰山高校の卒業生であると

いう話から始まり、地震のマグニチュードを地震計記録から計算する方法、古文書の震災記録

からマグニチュードを推定する方法、近畿地方で毎日数多く発生している微小な地震のことな

ど、地震に関して幅広く教えて頂きました。

　講義の後で地震予知研究センターのテレメータ室を案内して頂きました。ずらりと並んだモ

ニターには各地の地震計から送られてくる地震波形がリアルタイムで表示され、地震の観測と

研究の最前線を体験することができました。その後はバスの出発まで約 3時間の自由行動。生

徒達はガイドブックを片手に関心のある研究施設を回り見学しました。実験装置やポスター等

を前にして研究者や大学院生の説明を受けることで、科学の現場を感じながら楽しく学ぶこと

ができたのではないかと思います。

＜防災研究所地震予知研究センター＞
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プラスワンスタディ生徒会長役員選挙 学校公開

第 28回丹後府立高校・与謝の海支援学校交流会

防災訓練

　10 月２日

（金）、京丹後

市立吉原小学

校で今年度２

回目のプラス

ワンスタディ

（小学生の学習支援）を行いました。６限目の

授業終了後、１・２年の生徒 20 名が徒歩で

吉原小学校へ移動し、３年生～６年生までの

教室に５名ずつ入って算数の丸付けや問題の

解説等を行いました。教えてほしい児童は手

を上げて合図し、それに応えて生徒たちは皆、

児童の目線に合わせて跪いて教えていました。

短い時間でしたが、生徒と児童はすぐに打ち

解け、和やかな雰囲気の中で学習が進みまし

た。

　10 月２日

（金）に生徒

会長選挙が

行われまし

た。次期生

徒会長に立

候補したのは角江孝一くん（２年・峰山中出身）

です。角江くんは、当選後に取り組む課題と

して、「１．学習環境を整えること、２．生活

習慣（遅刻など）の改善をすすめること、３．

ボランティア活動に参加して地域との交流を

広げる取組を行うこと」を公約として演説し

ました。応援演説をした堀建留くん（２年・

大宮中出身）は、角江くんは、「学年を越えて、

様々な人と関わり合うことができるので、生

徒会長としてふさわしい」と述べました。

　演説後に信任投票が行われ、角江君は生徒

会長に信任されました。 

生徒会執行部より

　中学生や地域の

方々に本校をより

深く理解していた

だくため、10 月

25 日（日）の午後

に、学校公開を行いました。当日は天気も良く、

中学生、約 100 名、地域の方々等、約 40 名

に授業見学と部活動見学をしていただきまし

た。お忙しい中、御来校いただきました皆様

方に心よりお礼を申し上げますと共に今後と

も引き続き、御理解・御協力を賜りますよう

お願いいたします。

＜中学生の感想より＞

・勉強できるような雰囲気でよかったし、メ

リハリが付けられているのでよかったです。

・授業が楽しそうでした。

・授業態度がどのクラスも良くてびっくりし

ました。ここなら集中して勉強が受けられそ

うです。

・高校の部活動のレベルが高くて驚きました。

・部活が楽しそうだと思いました。

・絶対に入りたいと思いました。とても楽し

そうだったので勉強を頑張りたいです。

活動報告
・陸上競技部

第 68 回男子両丹高等学校駅伝競走大会

　　５位入賞

第 30 回女子両丹高等学校駅伝競走大会

　　５位入賞

・バレーボール部

平成 27 年度全日本バレーボール高等学校選手権大会

両丹予選会　３位　府大会出場

・ソフトテニス部

両丹高校新人大会（団体戦）兼京都府高校選抜団体

戦北部予選　３位　　府大会出場　　　

　10 月 23 日（金）

に防災訓練を行い

ました。丹後地方

で震度６以上の地

震が発生し、直後

に２号館１階の調理室から火災が発生したこ

とを想定し、避難訓練をしました。それぞれ

の教室からグランドまでの避難時間は、１年

生は５分 18 秒、２年生は６分 57 秒、３年生

は７分 13 秒でした。京丹後市消防本部の方

からは「実際に災害が起きた時、訓練で経験

した以上のことはできないので、それを想定

し真剣に取り組むことが大切だ」とお話をい

ただきました。その後、１年生は消火訓練、２・

３年生は避難袋（シューター）による脱出訓

練を行いました。

    産業工学科に依頼し制作したうちわを、今

年も峰高祭で販売しました。計 10,335 円を日

本赤十字社東日本大震災義援金として募金し

ました。購入いただいた方々に感謝申し上げ

ます。御協力ありがとうございました。

・茶道部、軽音楽部

10 月 18 日に行われた「丹 後・食の王国　食
と文化の祭典」では、茶道部が呈茶をし、軽
音楽部が演奏を発表しました。

＜茶道部＞

＜軽音楽部＞

　10 月 31 日（土）に丹後の高校と支援学校の交

流会が行われ、本校からは 19 名が参加しました。

午前の全体会では意見発表と文化のつどいがあり、

本校の吹奏楽部は演奏を披露しました。昼食交流

をはさんで午後の分科会では調理や室内ゲームな

ど７つに分かれて交流し、他校の生徒とも徐々に

会話が広がっていきました。最後の全体会では

フォークダンス

とうたごえで盛り上がり、会場全体が笑顔で包まれていました。

締めくくりは本校２年生の中村風花さん（峰山中出身）が閉会

のあいさつをしました。


